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1. はじめに 

本工事は河川管理施設の機能の維持を目的に法面補修工事を行う工事です。 

本文ではこの工事で取り組んだ項目にて記述します。 

 

 

2.工事概要 

工事名   平成 24 年度 最上川中流法面補修工事 

施工場所  山形県戸沢村地内 

工 期   平成 24 年 10 月 10 日 ～ 平成 25 年 1 月 10 日 

工事内容 

芝張替工 1 式  掘削工 1 式  法面整形工 1 式 

残土処理工 1 式  植生工 1 式 

 

 

 

3.実施した項目 

 

・安全訓練におけるグー・パー合図による意思疎通 

・過積載防止及び現場内徐行運転 

・作業中のコミュニケーション 
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・安全訓練におけるグー・パー合図による意思疎通 

 

 

近年、現場内による重機災害があり、原因を調べてみると、重機オペレーターと 

近くで作業中の作業員を巻込む事故や重機同士による衝突事故等があり、 

本現場もバックホゥ等の重機を使った作業を行っています。 

そこで日頃からよく行っているグー・パーによる合図を再度行う事による 

合図確認及び安全への意識を高めることにしました。 

 

・過積載防止及び現場内徐行運転 

  

  

本現場では大型ダンプトラックによる盛土材運搬を行っています。 

 運搬ルート上、国道 13 号及び国道 47 号を走行し、過積載の走行は道路の破損、 

第三者等との交通事故が考えられるため車輌重量計によるチェック及び 

現場内にて場内最徐行の立て看板を設置し、運転手への意識向上を行いました。 
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・作業中のコミュニケーション 

 

 

本工事では一度に様々な作業を行っており、効率良く進めるには 

作業員達との打ち合わせ等によるコミュニケーションが大事と考え、 

朝礼時や昼休み中に話し合いを行い、雑談混じりでしたところ、 

様々な考えや意見を聞けて、勉強になることが多々ありました。 

 

 

 

 

4.おわりに 

   本工事はまだ施工中でありますが、これからも雪降る中での作業が続きます。 

   今回の安全対策にて挙げた項目以外の対策も考えながら工期までの完成を 

   目指して現場一同頑張っていく所存であります。 
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維持工事における 24 時間体制の災害対応 
 
 
発注者 新庄河川事務所                    

 施工者 株式会社 新庄砕石工業所 
  工事名 平成 2４年度 最上川中流大石田管内維持工事 
 
 発表者 ○現場代理人 柿崎 匡武 
      監理技術者 大友 好矢 
 
 
１. はじめに 
 
   本工事は、新庄河川事務所大石田出張所管内の山形県尾花沢市毒沢～北村山郡大石田町今宿地内 
  の河川維持工事であります。 
 
２. 河川災害対応に対する現状・課題 
 

昭和 42 年の羽越水害から 40 年以上経過し、新庄河川事務所管内の河川整備は大きく進み河川 

水害への懸念が薄れてきました。 
   私達、河川維持業者は発注者の立場で災害対応の現状を把握しなければいけません。 
  災害が発生した場合の俊敏な対応・人員と機械の確保・情報連絡網が最大の課題であります。 
                   
３. 河川災害に対する俊敏な対応と工夫 
 
   河川の氾濫・増水は随時のパトロールと各樋管に設置された樋管の水位・川の防災情報を閲覧し

俊敏に対応します。 
   大石田観測所は水防団待機が水位 12.50ｍ、はん濫注意が水位 13.80ｍ、避難判断が水位 16.40

ｍ、はん濫危険水位が水位 16.90ｍです。 
  平成 24 年度は、GW 中の 5 月 4 日(金)に大石田出張所管内の最上川が豪雨の影響で増水し、出水

時状況把握班が出動しました。 
   ・出動指示       平成 24 年 5 月 4 日、金曜日の祝日 午前 4 時 
   ・出動人員達への連絡  午前 4 時 10 分まで連絡完了 
   ・出動人員の明細    業務責任者(現場代理人)１名 監理技術者１名 情報整理人 2 名 
               情況把握員 4 名 一般運転手 2 名 
   ・大石田出張所到着   午前 4 時 40 分 
   ・情況説明       午前 4 時 45 分～午前 5 時 
   ・出動開始       午前 5 時  
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        情況把握員の出張所到着（午前 4 時 40 分）・打合わせ 

 

 
情況把握と発注者・河川維持業者・水防団による内水排除作業 

 

 
 
 

 
  情報整理員 2 名と情況把握員 4 名は、1 班と 2 班に分かれ 1 班は左岸・2 班は右岸を河川巡視しま

した。 
1 班の第１巡目情況把握班の出動による増水時の現状の把握結果 

 
・横山堤防 各樋管異常無し、第 4 排水樋管に樋管操作員 2 名在り、小平川に杉の倒木有り 
・川前堤防 各樋管異常無し、第 2 排水樋管に樋管操作員 2 名在り 
・大浦堤防 各樋管異常無し、第 1 第 2 排水樋管に樋管操作員 2 名ずつ在り 
・白鷺堤防 樋管異常無し、白鷺排水樋管に樋管操作員 2 名在り 
・大向堤防 樋管異常無し、大向排水樋管に樋管操作員 2 名在り 

 
2 班の第１巡目情況把握班の出動による増水時の現状の把握結果 

 
・今宿堤防  各樋管異常無し、第 1 排水樋管に樋管操作員 2 名在り 
・大石田堤防 各樋管異常無し、第 2 第 3 第 5 排水樋管に樋管操作員 2 名在り 
・豊田堤防  各樋管異常無し、第 1 第 2 排水樋管に樋管操作員 2 名ずつ在り 
・丹生川堤防 異常無し 
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・海谷堤防  第 1 樋管部堤内の田面が浸水 第 1 第 2 排水樋管に樋管操作員 2 名ずつ在り 
・芦沢堤防  各樋管異常無し、第 1 排水樋管に樋管操作員 2 名在り 
・毒沢堤防  各排水樋管に樋管操作員 2 名ずつ在り 水防団 12 名待機 

  
1 班の第 2 巡目情況把握班の出動による増水時の現状の把握結果 

 
・横山堤防 各樋管異常無し、第 2 第 4 排水樋管に樋管操作員 2 名在り、水防団待機 3 名 
・川前堤防 各樋管異常無し、第 2 排水樋管に樋管操作員 1 名在り 
・大浦堤防 各樋管異常無し、第 1 第 2 排水樋管に樋管操作員 2 名ずつ在り水防団待機 16 名 
・白鷺堤防 樋管異常無し、白鷺排水樋管に樋管操作員 2 名在り 
・大向堤防 樋管異常無し、大向排水樋管に樋管操作員 2 名在り 

 
2 班の第 2 巡目情況把握班の出動による増水時の現状の把握結果 

 
・今宿堤防  各樋管異常無し、第 1 排水樋管に樋管操作員 2 名在り 
・大石田堤防 全排水樋管に樋管操作員 2 名ずつ在り 第 2 樋管で水防団 20 名が内水排除作業 
・豊田堤防  第 1 排水樋管に樋管操作員 2 名在り 第 1 樋管で水防団 2 名が内水排除作業 
・丹生川堤防 異常無し 
・海谷堤防  第 1 第２樋管部堤内の田面が浸水 第 1 第 2 排水樋管に樋管操作員 2 名ずつ在り 
・芦沢堤防  第 3 排水樋管堤内が浸水 樋管操作員 2 名在り 
・毒沢堤防  舟形 TN 脇一部浸水 各排水樋管に樋管操作員 2 名ずつ在り 水防団 12 名待機  

  
平成 24 年 5 月 4 日、金曜日の祝日の出水時情況把握班は上記のような現状を報告しました。 

今回、出動指示から出動まで 1 時間以内で行動できたのは、以下のような工夫がありました。 
 

① 日常的な班編制を行う 
② 各班員を情報整理員 4 名・情況把握員 8 名・一般運転手 4 名に区分けし連絡網を作成する。 
③ 内水排除作業は、作業責任者 4 人・ポンプ車操作 4 人・普通作業員 8 人・照明車操作員 2

名を班分けし連絡網・手順を配布する。 
④ 連休前は、各班編制・連絡網を確認し、各班員に事前に出動を了承させる。 

 
 結果 発注者、河川維持の各班員、水防団、樋管操作員の連携で人的被害・大きな物的被害は最

小限に抑えられ、大石田出張所管内の増水時の情況も把握できました。 
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   内水排除作業連絡網       照明作業連絡網     出水時情況把握作業連絡網 

 

 
4.今後の課題 

冬期間は河川が渇水しますが、常に河川災害を懸念し冬用の災害マップが必要です。 
 
    第 1 班用冬期対策マップ        第 2 班用冬期対策マップ 

 

 
               冬期間の出動の懸念 

① 各堤防・広域農道が積雪の影響で速やかな巡視が難しい。 
② 指示から出動までが、路面の凍結の影響で遅くなる。 

 
  などの課題が発生しています。今後、冬期間の出動の際は地元役場との連携を強め現状の把握に 
  備える必要があると認識しました。 
   羽越水害のような出来事を未然に防止するためにも地域の方や水防団と協力し、今まで以上に良

好な関係を築き、地域社会に貢献する必要があります。 
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堤防除草における刈草の集草・梱包及び無料提供について 

   発注者  新庄河川事務所                 

   施工者  寿建設株式会社 
   工事名  最上川中流鮭川管内維持工事 
   発表者  現場代理人  正野 慎二 
１， はじめに 

 本工事は、鮭川出張所管内の最上郡戸沢村津谷から最上郡金山町山崎地内において、堤防除草、

集草・梱包及び、養生工、雑作業、災害時緊急作業、出水時緊急作業など、平成２４年４月１日か

ら平成２５年３月３１日まで鮭川、真室川、金山川の河川区域内で維持工事を施工するものです。 
本文では、当工事において実施した堤防除草における刈草の集草・梱包及び無料提供について報告

します。 
 

全 体 平 面 図 

 

施 

工 

箇 

所 
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２， 刈草の集草・梱包無料提供について 
 除草工は維持工事における春から秋にかけて、年２回実施する主たる工種の一つです。 
鮭川管内には、在来堤防を含め１９の堤防があります。除草面積が約６４７，０００ｍ２あり、当工事

では、上流部・中流部・下流部の３班編制の同時進行で作業を行いました。法面は大型自走式草刈機、

天端や法面の急な場所は人力により、刈高１０センチ以下で作業を行いました。 
 

        
（人力除草状況）              （大型自走式除草状況） 

 
近年では、刈り取り完了後、刈草による堤防の軟弱化を防止する為に集草作業も行っています。 

当工事では、大型自走式集草機と河川事務所貸与の遠隔操縦式集草機を使用していますが、除草・集草

作業とも、中流部・下流部は機械での作業は可能ですが、上流部に関しては法面が急勾配、石張りなど

機械の作業が出来ず人力による作業が大半を占めます。 
 

         
（大型自走式集草状況）             （遠隔操縦式集草機）            

 

 
             （人力集草状況） 

 
除草、集草に伴い発生した刈草の処分方法として監督職員と協議の結果、産廃量削減の為に希望者に
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梱包し無料提供する事に決定しました。 
無料提供に先立ち、希望者の利用目的を聞き、乾燥している物は家畜の飼料、濡れている物は堆肥に

利用するとの事だったが大半の方が乾燥している草が欲しいとの事だったので工程内で出来るだけ雨

天時の作業を避け、なるべく乾燥している時に集草・梱包作業を行うようにしました。 
 １回目は自社梱包機３台、２回目からは河川事務所貸与を含め３台を利用し、天気の良い日はすぐに

梱包できるように作業を行いました。 
 提供者との引き取り方法として、事前に提供者と連絡を取り、堤防天端もしくは法尻平場で梱包した

物を堤防の通行に妨げにならない路肩に仮置きし提供者に取りに来てもらう方法を取りました。 
 

 
（自社梱包機作業状況１）    （自社梱包機作業状況２）  （河川事務所貸与機梱包状況） 

 

           
（無料提供状況１）               （無料提供状況２） 

 
１回目の除草作業時は、梅雨時期ではあったが、天候にも恵まれて全体の約８７パーセントを無料提

供する事ができ、大幅な産廃量の削減をする事が出来ました。当初予定していた提供者以外にも、作業

中に声をかけていただき、新規の提供者も確保する事が出来ました。 
２回目の除草作業時は、秋雨前線の影響もあり、長雨や、朝露などの影響で刈草が乾かず腐ったりし

て梱包出来なかったり、堆肥利用の提供者も１回目の提供量で十分との事で、結果梱包しても引き取り

手が無く産廃に出すしかありませんでしたので、全体の約２７パーセントの無料提供になりました。 
 

３，おわりに 
刈草の無料提供は、家畜飼料の高騰もあり、提供者の方々には大変喜ばれました。産廃量も大幅に削

減でき良かったと思っています。 
ただ、除草作業時期が梅雨や秋雨前線時期と重なる為、天候次第で工程が変わり工程の調整や提供者

の引き取り日時の調整に苦労しました。 
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１回目の除草時は自社梱包機で作業を行い、２回目の除草時には河川事務所貸与の梱包機も使用しま

したが、どの程度の湿潤状態なら梱包出来るかの見極めが難しく、結果、故障などもありました。 
最後に今年度、梱包・無料提供を行いましたが、提供者の確保・拡大の方法、除草時期が産廃量削減

の課題だと思います。 
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